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正しく安全にご使用頂くために

スーパーオイルポンプキット　取扱説明書

～特　徴～

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で製品および価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた製品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて
　頂きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象
　となりません。

◎当製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎この取扱説明書は、当製品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

・この度は、弊社製品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

・本キットにはクラッチカバーガスケットは付属しておりません。別途お買い求め下さい。
　（弊社リペア品番：１１３９３―ＫＬ１―Ｔ００）
・オイルポンプ取り付け面にあるＯリングは付属しておりませんので、別途お買い求め下さい。
　（純正品番：６７０Ｂ１５１０）
・純正ノックピン及びスクリューは再使用します。（磨耗や異常が見られた場合は新品と交換して下さい。）

・ＫＳＲ１１０系クランクケースの大容量オイルポンプ。
・容量は純正の約１．４倍となっております。特に排気量ＵＰ車両に最適です。

・オイルポンプボディはアルミ削り出し、ギアは樹脂製で、ノーマルエンジンから高出力エンジンまで幅広くご使用頂けます。

～商　品　内　容～

部　品　名 数量
オイルポンプＡＳＳＹ． １

 ・取り付け作業は、必ずエンジン冷間時（３５℃以下）に行って下さい。
　 エンジンやマフラーが冷えていない状態で作業を行なった場合、火傷の原因となります。

 ・ボルト、ナット類は必ずトルクレンチを使用し指定トルクで確実に締め付けて下さい。
 ・作業を行う際は、必ず車両を安定させた状態でその作業に適した工具を用いて行って下さい。
 ・走行前には必ず各部の取り付け状態やボルト、ナットの緩みがないかを点検して下さい。又、走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を
　 安全な場所に停止させ異常箇所の点検を行って下さい。

注意 この表示を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

商品番号：０１－１６－０００３

適応車種

ＫＳＲ１１０：ＫＬ１１０Ａ―０００００１～
　　　　　　：ＫＬ１１０Ａ―Ａ０２８３３～

’１２ＫＳＲ１１０ ：（ＫＬ１１０ＣＢＦ）／ＪＫＡＫＬ１１０ＣＣＤＡ０００５８～

’１３ＫＳＲ１１０ ：（ＫＬ１１０ＤＤＦ）／ＫＬ１１０Ｄ―Ａ５７００２～
’１４ＫＳＲ ＰＲＯ：（ＫＬ１１０ＥＥＦ）／ＪＫＡＫＬ１１０ＥＥＤＡ８８１２１～

ＫＬＸ１１０／Ｌ

ＤＲ―Ｚ１１０
Ｚ１２５　ＰＲＯ
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～取　り　付　け　要　領～

※オイルポンプを組み付ける時、オイルポンプギアとクランクシャフト
　のポンプドライブドライブギアの歯車が噛合っている事を確認して下
　さい。
※スクリューを組付ける際は、ギア穴をスクリューの位置に合わせ作業
　を行って下さい。

○サービスマニュアルを参照し、クラッチカバー、オイルポンプを取り
　外します。
※純正ノックピン及びスクリューは再使用し、同じ位置に取り付けます。
　（磨耗や異常が見られた場合は新品と交換して下さい。）

スクリュー

○オイルポンプ取り付け面よりローター部分に少量のエンジンオイルを

　注入します。

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　トルク：５．２Ｎ・ｍ（０．５３ｋｇｆ・ｍ）

歯車同士が噛み合っている事

ギア穴をスクリュー

の位置に合わせる

○オイルポンプを分解し組立する際、必ずＥリングとワッシャは取り付

　けられていた向きと同じにして下さい。
　（ワッシャ：端面が丸みを帯びている部分をプレート側にして組付けて
　 下さい。
　 Ｅリング：端面が丸みを帯びている部分をワッシャ側にして組付け
　 て下さい。）
※Ｅリングは必ず新品を使用して下さい。
　（補修品番：００―００―０５１７）
※ワッシャは磨耗や異常が見られた場合、新品に交換して下さい。

　（補修品番：００―００―０５１８）

オイルポンプ分解に際して：

ワッシャ及びＥリングは組付け時、向きに注意

　注意：オイルポンプを分解し、裏面のプレート固定スクリューを締

　　　　め付ける際、必ずシャフトを回転させてプレートとシャフト
　　　　に干渉が無く引っ掛かりや抵抗が無い位置にプレートを調整
　　　　して組付けて下さい。

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７

ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７
ＵＲＬ　　　　　　　　　 http://www.takegawa.co.jp

①オイルを注入

③オイルが反対側に届いているか確認

②ギアを回転させて反対側にオイルを循環させる

○純正のスクリュー３本を指定トルクで均等に締め付けます。
スクリュー

プレート

シャフトを回転させて引っ掛かりや抵抗が無い

位置にプレートを調整して組み付けて下さい

シャフト
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